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創 刊 の こ と ば
科学,技 術の驚異的発展にともなって,人 間社会はかつてなかった速度で変貌を遂げつつ
ある。科学的知識や技術が直接的に適用される事象はいうまでもな く,現代に生 きる人間の
行動型や意識構造までもが予測の範囲を越えた急激な変化から免がれることはできない。こ
のような現実か ら提起される人間,社会に関する今 日的な諸問題に対応 し,人間のしあわせ
への道標をうち立てることが私たちに課せ られた課題である。現代 という歴史構造の中から
発生す る問題は,当然のことながら,人間生活のもろもろの領域に相互に重複 し,関連 しあ
っていて,現象型 としては単純にみえても,発生型はこの上な く多要因的である。 こうした
複雑な問題の解明に迫 るために学際的研究の必要性が強 く叫ばれている。
たしかに,現実に対する解析 と屈折をことにする学的思考の協力は,問題考察の視野をひ
ろびうと展開させる点か らも,また分析の次元 と単位の固定化をさける上からみても意義深
いものにちがいない。 しか し,学問研究にあっては,新たな認識領域を拓 き,ひ とつの準拠
系を確立 したとき,それを不当に一般化する,と いう危険がつねに存 していることか らいう
ならば,学 際的研究には この一般化が拡大再生産される おそれをなしとしない。 私たちが
直面 し,解決をせまられている今 日の問題の多 くは人類的関心をあつめているもので,そ の
解決に私たちが近ずきえない理由は,ただ学問が未熟だからではなく,また学際的研究がな
おざりにされてきた とい うだけで もない。その理由は学問それ自体のありかたに一層大きく
基因している,と はいえないであろうか。
学問,と りわけ経験科学は,経験性の濃度が高まるほど〈何のため〉の学問か,と い うこ
とに対する感覚をにぶらすものである。もし,経験科学が,数 量化 しえないものは科学的研
究 と無縁である,〈何のため〉の問いは科学 と哲学 とを混同するものである,とい うような
暗黙の前提の自明性に埋没 しているなら,〈知は力なり〉にともなうべき責任が うとん じら
れ,人 間の悟性が可能にするもののすべてが必ず しも理性的ではない,と いう自覚がもたれ
ないとして も驚 くにはあたらない。科学は,そ の主張するところは間違っていないが,沈 黙
をまもるところにおいては正当性を欠いている,という批判を科学自らがどう受けとめるか
によって,例 えば,ア%f:ｰ011号の月面着陸を人間理性の勝利とみるか敗北の現実逃避 とみな
すかが決まって くる。勝利とみなすとき,現代の科学は人間を自然の暴威から防る知識と技
術は豊かに提供 しえても,人間を人間の破壊行為からふせ ぐことに関 しては全 く無 力であ
る,という現実の重みは人間の何が,ど のように支えるというのであろうか。
学問が思考の単なる体系的浪費でないとす るなら,今 日の哲学は現実の諸条件から孤絶す
ることはゆるされない。同時に経験科学 もまた哲学的分析に侯つ価値ずけや実存的決断など
の問題に無依存的であってはならないであろう。
人間科学部が経験科学の批判者 としてある種の非経験的学問を自らの体系におさめている
のは,単 に学際的な組織をめざしたからではない。科学が〈沈黙をまもる〉 自明の前提を省
察 し,何のための学問かを問いただす ことによって人間の問題の真の意味をまず回復させ よ
うと志向するか らである。
紀要の創刊に際 し,ミネルヴァの臭の翼は人間英知の黄昏にも力強 く羽ばた くことを希っ
て,江湖諸賢の御清鑑を仰 ぎたい。
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